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斉藤喜代子は F老舎小説全集 3』 の『小ナ友の誕
生日』の解説で,構成について「一篇全十八章
が第十章『生日』を中にはさんで前後その主題
に一貫性を欠く結果を招いてしまっている」と
か,「小ナ皮の誕生日の最大最高の贈物として作
者は彼に夢の世界を与えたことにより,この作
品は焦点のばやけたものとならざるをえなく
なってしまった」と指摘している。
F趙子国』や『二馬』に,作品の流れから異質の
ように感じる部分がある。F趙子口」について
は,拙論「老舎『趙子国』試論」の「三」節を,
F二馬』については,拙論「老舎『二馬』試論」
の「二」節を参照していただきたい。
老舎はシンガポールを舞台にして,本当に書き
たかった作品について「我悠 /ム蜀 《小披的生
日》」で次のように述べている。「南洋の開発は
中国人がいなかったらうまくいっただろうか ?
中国人はとてつもなく大きな苦しみに耐える
ことができる。中国人はあらゆる苦痛を忍がこ
とができる。毒蛇や猛虎が占拠するジャングル
は中国人によって切り開かれたのだ。不毛の上
地には中国人によって野菜が一面に植えられ
た。中国人は死を恐れない。何故ならどのよう
に環境に対処し,どのように生きるか知ってい
るからである。中国人は悲観しない。何故なら
忍耐を知っているし,力の出し惜しみをしない
からだ。…… (略)……・おのずと,彼にも多く
の欠点や欠陥はある。だが南洋の南洋たる所以
は,明らかに大部分は中国人の功績である。
……(略)……・どんなふうであれ私は南洋をこ
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う,中国人の偉大さを書こうと思った。」この後
で,この壮大な計画は,緒々 の事情で実現困難
であり,結局子供を主人公にした作品を書くこ
とになったと述べる。
この文章の背後には,F状況からすれば決し
て生易しい処でなかったシンガポールで,実際
に中国人が成功している,このことから考えれ
ば,本国の中国が他国に遅れをとるのはおかし
もヽ。これは中国人という民族が劣っているから
ではなく,ただ中国人自身が自分達の能力を信
じ死にものぐるいで努力,格闘してないからで
ある。この点で本国の中国人はシンガポールを
学がべきである。』カミあり, この意図からすれ
ば,シンガポールを,この地の中国人を本国の
人々の手本になるように描かねばならない。
「我憲ム冨 《小ナ友的生日》」
同上
「我急ム写 く老業的哲学》」
(5)の『二馬』について述べた論文を参照。
斉藤喜代子氏は(25)で挙げた文章の中で,『小
ナ皮的生日』から『猫城記』の流れについて以下
のように述べている。「夢の世界への逃避はい
つの頃から手中に入れたものなのか,いまはそ
れを探る余裕はないが,ここにはおのずとのち
の『猫城記』へと続く一歩の線が早くもすでに
伏せられているような,そんな気がする。また,
この書において,老舎は猫を巧みに語る。……
(略)・……ともあれ,夢と,また猫と,『小披の
誕生日』をのちの『猫域記」を用意する一篇の
小説とゑなしたとき,老舎の全創作上における
この一篇の比重はまた決して軽 くないと認め
るものである。」
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